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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の映像表示装置に複数の伝送チャネルを用いて映像を配信する映像配信装置におい
て、
　１つ以上の映像を受信する受信手段と、
　前記複数の映像表示装置が配列されることにより構成される複数の画面のそれぞれに前
記１つ以上の映像をどのように分割して表示するかを決定する分割決定手段と、
　前記複数の伝送チャネルのそれぞれで前記分割決定手段により決定された複数の分割領
域の映像が配信されるように、各分割領域の映像の配信に用いる伝送チャネルを決定する
伝送チャネル決定手段と、
　前記複数の伝送チャネルのそれぞれで配信される前記複数の分割領域の映像の帯域が前
記伝送チャネルの帯域以下になるように、前記各分割領域の映像を符号化する符号化手段
と、
　前記符号化手段により符号化された前記各分割領域の映像のそれぞれを前記伝送チャネ
ル決定手段により決定された伝送チャネルを用いて前記複数の映像表示装置に配信する配
信手段とを有することを特徴とする映像配信装置。
【請求項２】
　前記複数の映像表示装置は、複数のグループに分けられており、
　前記グループを代表する映像表示装置が、前記複数のグループのそれぞれについて存在
しており、
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　前記配信手段は、前記グループを代表する映像表示装置に、そのグループに属する映像
表示装置で表示すべき映像を配信することを特徴とする請求項１に記載の映像配信装置。
【請求項３】
　複数の映像表示装置に複数の伝送チャネルを用いて映像を配信する映像配信方法におい
て、
　受信手段が、１つ以上の映像を受信する受信ステップと、
　分割決定手段が、前記複数の映像表示装置が配列されることにより構成される複数の画
面のそれぞれに前記１つ以上の映像をどのように分割して表示するかを決定する分割決定
ステップと、
　伝送チャネル決定手段が、前記複数の伝送チャネルのそれぞれで前記分割決定ステップ
により決定された複数の分割領域の映像が配信されるように、各分割領域の映像の配信に
用いる伝送チャネルを決定する伝送チャネル決定ステップと、
　符号化手段が、前記複数の伝送チャネルのそれぞれで配信される前記複数の分割領域の
映像の帯域が前記伝送チャネルの帯域以下になるように、前記各分割領域の映像を符号化
する符号化ステップと、
　配信手段が、前記符号化ステップにより符号化された前記各分割領域の映像のそれぞれ
を前記伝送チャネル決定ステップにより決定された伝送チャネルを用いて前記複数の映像
表示装置に配信する配信ステップとを有することを特徴とする映像配信方法。
【請求項４】
　複数のグループに分けられた複数の映像表示装置に映像配信装置から複数の伝送チャネ
ルを用いて映像を配信し、配列された複数の映像表示装置に前記映像を表示する映像表示
方法であって、
　前記映像配信装置が、
　１つ以上の映像を受信する受信ステップと、
　前記複数の映像表示装置が配列されることにより構成される複数の画面のそれぞれに前
記１つ以上の映像をどのように分割して表示するかを決定する分割決定ステップと、
　前記複数のグループのそれぞれを代表する映像表示装置のそれぞれに、前記複数の伝送
チャネルのそれぞれで前記分割決定ステップにより決定された複数の分割領域の映像が配
信されるように、各分割領域の映像の配信に用いる伝送チャネルを決定する伝送チャネル
決定ステップと、
　前記複数の伝送チャネルのそれぞれで配信される前記複数の分割領域の映像の帯域が前
記伝送チャネルの帯域以下になるように、前記各分割領域の映像を符号化する符号化ステ
ップと、
　前記伝送チャネル決定ステップにより決定された伝送チャネルを用いて前記複数のグル
ープのそれぞれを代表する映像表示装置に、その映像表示装置が代表するグループに属す
る映像表示装置で表示すべき映像を前記符号化ステップにより符号化して配信する配信ス
テップとを行い、
　前記複数のグループのそれぞれを代表する映像表示装置が、
　前記配信ステップにより配信された映像が伝送されると、前記映像を隣接する映像表示
装置に出力する出力ステップと、
　前記複数の映像表示装置がどのように配列されているかに基づいて、配信された映像か
ら表示すべき映像を分割する分割ステップとを行うことを特徴とする映像表示方法。
【請求項５】
　複数の映像表示装置に複数の伝送チャネルを用いて映像を配信する手順をコンピュータ
に実行させるためのコンピュータプログラムにおいて、
　前記複数の映像表示装置が配列されることにより構成される複数の画面のそれぞれに、
受信手段により受信された１つ以上の映像をどのように分割して表示するかを決定する分
割決定手順と、
　前記複数の伝送チャネルのそれぞれで前記分割決定手順により決定された複数の分割領
域の映像が配信されるように、各分割領域の映像の配信に用いる伝送チャネルを決定する
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伝送チャネル決定手順と、
　前記複数の伝送チャネルのそれぞれで配信される前記複数の分割領域の映像の帯域が前
記伝送チャネルの合計帯域以下になるように、前記各分割領域の映像を符号化する符号化
手順と、
　前記符号化ステップにより符号化された前記各分割領域の映像のそれぞれを前記伝送チ
ャネル決定ステップにより決定された伝送チャネルを用いて前記複数の映像表示装置に配
信することを配信手段に指示する配信手順とをコンピュータに実行させることを特徴とす
るコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像配信装置、映像配信方法、映像表示方法、及びコンピュータプログラム
に関し、特に、配列された複数の映像表示装置を用いて大画面を構成して映像を表示する
ために用いて好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　複数の映像表示装置を配列状に並べて大画面を構成するという提案は、以前からなされ
ている。こうした提案によれば、スケーラブル（scalable）に大画面を構成することが可
能である。また、近年、液晶装置等の大型化が進み、将来的には壁一面に配列された複数
の映像表示装置で複数の映像を映し出すといった事も可能である。
【０００３】
　１６面マルチモニタ装置（１６画面を有する多画面表示装置）を備えた従来の大画面表
示装置は、特開平２－３０４９５２号公報等に記載されているように、図１３に示すよう
な構成である。図１３において、映像ソース装置１１０１は、映像を供給する装置である
。分割情報供給装置１１０２は、画面を分割する情報を拡大処理装置１１０３に供給する
装置である。表示モニタ１１０４は、横４列、縦４行の１６画面を有するモニタである。
【０００４】
　拡大処理装置１１０３は、分割情報供給装置１１０２から供給された画面を分割する情
報に基づいて、映像ソース装置１１０１から供給された映像を、画面の位置に従って分割
して、拡大処理を施した後に、対応する表示モニタ１１０４に提供する。拡大処理装置１
１０３は、映像配信装置１１０５に内蔵されている。この場合、拡大処理を施した後の映
像を提供するために表示モニタ１１０４に伝送するデータ量の合計は、映像ソース装置１
１０１から供給される映像のデータ量の１６倍となる。更に、表示モニタ１１０４が有す
る画面の数と同数の拡大処理回路を拡大処理装置１１０３に設ける必要がある。
【０００５】
　図１４は、特開平４－３２９５９３号公報で提案されている従来の多画面表示装置の構
成を示した図である。図１４において、映像ソース装置１２０１は、映像を供給する装置
である。分割情報供給装置１２０２は、画面を分割する情報を表示モニタ１２０４に供給
する装置である。映像ソース装置１２０１及び分割情報供給装置１２０２と、表示モニタ
１２０４とを相互に接続するための伝送路は、表示モニタ１２０４に設けられた配列００
のモニタに接続され、数珠つなぎに他の配列０１～３３のモニタに接続される。この場合
、表示モニタ１２０４側に拡大処理回路が存在するため、図１３に示した大画面表示装置
ように、特別な映像配信装置１１０５が不要である。
【０００６】
【特許文献１】特開平２－３０４９５２号公報
【特許文献２】特開平４－３２９５９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の技術では、以下の問題点がある。図１３に示した従来の技術では
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、映像を配信するための映像配信装置１１０５が、表示モニタ１１０４の数と同数の拡大
処理回路を備える必要があると共に、表示モニタ１１０４の数と同数の伝送路が必要にな
る。このため、映像配信装置１１０３のリソースが増大するといった問題がある。
【０００８】
　また、図１４に示した従来の技術では、図１３に示したような特別な映像配信装置１１
０５が不要であるが、伝送路が数珠つなぎで構成されるため、伝送路の帯域によって映像
を伝送するための帯域が決まるという問題がある。つまり、複数の映像表示装置を配列状
に並べることによって大画面を構成することが可能であるのに対し、配信側の能力や伝送
チャネルが有限であるという問題点があった。
【０００９】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであり、配列状に並べられることに
よって大画面を形成する複数の映像表示装置に映像を配信するに際し、配信側の能力及び
伝送路の伝送帯域に応じて適切な映像を配信できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の映像配信装置は、複数の映像表示装置に複数の伝送チャネルを用いて映像を配
信する映像配信装置において、１つ以上の映像を受信する受信手段と、前記複数の映像表
示装置が配列されることにより構成される複数の画面のそれぞれに前記１つ以上の映像を
どのように分割して表示するかを決定する分割決定手段と、前記複数の伝送チャネルのそ
れぞれで前記分割決定手段により決定された複数の分割領域の映像が配信されるように、
各分割領域の映像の配信に用いる伝送チャネルを決定する伝送チャネル決定手段と、前記
複数の伝送チャネルのそれぞれで配信される前記複数の分割領域の映像の帯域が前記伝送
チャネルの帯域以下になるように、前記各分割領域の映像を符号化する符号化手段と、前
記符号化手段により符号化された前記各分割領域の映像のそれぞれを前記伝送チャネル決
定手段により決定された伝送チャネルを用いて前記複数の映像表示装置に配信する配信手
段とを有することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の映像配信方法は、複数の映像表示装置に複数の伝送チャネルを用いて映像を配
信する映像配信方法において、受信手段が、１つ以上の映像を受信する受信ステップと、
分割決定手段が、前記複数の映像表示装置が配列されることにより構成される複数の画面
のそれぞれに前記１つ以上の映像をどのように分割して表示するかを決定する分割決定ス
テップと、伝送チャネル決定手段が、前記複数の伝送チャネルのそれぞれで前記分割決定
ステップにより決定された複数の分割領域の映像が配信されるように、各分割領域の映像
の配信に用いる伝送チャネルを決定する伝送チャネル決定ステップと、符号化手段が、前
記複数の伝送チャネルのそれぞれで配信される前記複数の分割領域の映像の帯域が前記伝
送チャネルの帯域以下になるように、前記各分割領域の映像を符号化する符号化ステップ
と、配信手段が、前記符号化ステップにより符号化された前記各分割領域の映像のそれぞ
れを前記伝送チャネル決定ステップにより決定された伝送チャネルを用いて前記複数の映
像表示装置に配信する配信ステップとを有することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の映像表示方法は、複数のグループに分けられた複数の映像表示装置に映像配信
装置から複数の伝送チャネルを用いて映像を配信し、配列された複数の映像表示装置に前
記映像を表示する映像表示方法であって、前記映像配信装置が、１つ以上の映像を受信す
る受信ステップと、前記複数の映像表示装置が配列されることにより構成される複数の画
面のそれぞれに前記１つ以上の映像をどのように分割して表示するかを決定する分割決定
ステップと、前記複数のグループのそれぞれを代表する映像表示装置のそれぞれに、前記
複数の伝送チャネルのそれぞれで前記分割決定ステップにより決定された複数の分割領域
の映像が配信されるように、各分割領域の映像の配信に用いる伝送チャネルを決定する伝
送チャネル決定ステップと、前記複数の伝送チャネルのそれぞれで配信される前記複数の
分割領域の映像の帯域が前記伝送チャネルの帯域以下になるように、前記各分割領域の映



(5) JP 4810214 B2 2011.11.9

10

20

30

40

50

像を符号化する符号化ステップと、前記伝送チャネル決定ステップにより決定された伝送
チャネルを用いて前記複数のグループのそれぞれを代表する映像表示装置に、その映像表
示装置が代表するグループに属する映像表示装置で表示すべき映像を前記符号化ステップ
により符号化して配信する配信ステップとを行い、前記複数のグループのそれぞれを代表
する映像表示装置が、前記配信ステップにより配信された映像が伝送されると、前記映像
を隣接する映像表示装置に出力する出力ステップと、前記複数の映像表示装置がどのよう
に配列されているかに基づいて、配信された映像から表示すべき映像を分割する分割ステ
ップとを行うことを特徴とする。
【００１３】
　本発明のコンピュータプログラムは、複数の映像表示装置に複数の伝送チャネルを用い
て映像を配信する手順をコンピュータに実行させるためのコンピュータプログラムにおい
て、前記複数の映像表示装置が配列されることにより構成される複数の画面のそれぞれに
、受信手段により受信された１つ以上の映像をどのように分割して表示するかを決定する
分割決定手順と、前記複数の伝送チャネルのそれぞれで前記分割決定手順により決定され
た複数の分割領域の映像が配信されるように、各分割領域の映像の配信に用いる伝送チャ
ネルを決定する伝送チャネル決定手順と、前記複数の伝送チャネルのそれぞれで配信され
る前記複数の分割領域の映像の帯域が前記伝送チャネルの合計帯域以下になるように、前
記各分割領域の映像を符号化する符号化手順と、前記符号化ステップにより符号化された
前記各分割領域の映像のそれぞれを前記伝送チャネル決定ステップにより決定された伝送
チャネルを用いて前記複数の映像表示装置に配信することを配信手段に指示する配信手順
とをコンピュータに実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明では、複数の伝送チャネルのそれぞれで複数の分割領域の映像が配信されるよう
に、各分割領域の映像の配信に用いる伝送チャネルを決定することにより、映像配信装置
のリソースを、配信する映像表示装置の数だけ持つ必要がなくなり、映像配信装置のリソ
ースが増大するという問題を解決できる。そして、１つの伝送チャネルの帯域によって映
像帯域が決まるといった問題を解決できる。従って、配列状に並べられることによって大
画面を形成する複数の映像表示装置に映像を配信するに際し、映像配信装置側の能力及び
伝送路の伝送帯域に応じて適切な映像を配信することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
（第１の実施形態）
　以下に、図面を参照しながら、本発明の第１の実施形態について説明する。
　図１は、本実施形態の映像配信装置及び映像表示装置の構成の一例を示した図である。
　図１において、映像表示装置１０１は、映像受信装置を内蔵した表示装置である。図１
に示すように、複数の映像表示装置１０１（図１に示した例では、横Ｘ個×縦Ｙ個（Ｘ、
Ｙは自然数）の映像表示装置１０１）を配列状に並べることによって大画面を構成する。
また、映像表示装置１０１に内蔵される映像受信装置は、映像を受信するための伝送チャ
ネルを備え、受信した映像を映像表示装置１０１の表示画面に映し出す。
【００１６】
　また、映像配信装置１０２は、映像を配信する装置であって、映像を配信するために複
数の伝送チャネル（同図ではＭチャネル（Ｍは自然数））を有する伝送路に接続される。
この伝送路は、有線であっても無線であっても構わない。個々の映像表示装置１０１に対
しては、複数の伝送チャネルのうち、１つの伝送チャネルが選択される。選択された伝送
チャネルを介して、映像配信装置１０２から映像表示装置１０１に、表示すべき映像が伝
送される。ただし、電源投入時等の初期状態時には、全ての映像表示装置１０１と映像配
信装置１０２とが、予め定められた伝送チャネル（例えば図１（ａ）に示す伝送チャネル
ＣＨ１）で相互に接続されている。そして、例えば図１（ｂ）に示すように、この予め定
められた伝送チャネルを使用して、映像配信装置１０２から個々の映像表示装置１０１に
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対して、伝送チャネルが指定されることによって、伝送チャネルが決定される。
【００１７】
　図２は、映像配信装置１０２の内部構成の一例を示すブロック図である。図２において
、第１の映像受信装置２０１ａは、テレビ放送、インターネット、あるいは図示しない映
像サーバ等の装置から配信された第１の映像を受信する。第１の映像復号化装置２０２ａ
は、第１の映像受信装置２０１ａにより受信された第１の映像を復号化する。
　第１の映像属性情報検出装置２０３ａは、第１の映像受信装置２０１ａによって受信さ
れた第１の映像の属性情報を検出する装置であり、検出した第１の映像の属性情報により
、第１の映像の映像帯域情報を抽出して、メモリ２０８に格納する。第１の映像メモリ２
０４ａは、第１の映像復号化装置２０２ａで復号化された第１の映像データを記憶するメ
モリである。映像配信装置１０２は、Ｎ（Ｎは自然数）本の映像を同時に受信することを
可能にする必要がある。このため、映像配信装置１０２は、図２に示すように、第１の映
像受信装置２０１ａ、第１の映像復号化装置２０２ａ、第１の映像属性情報検出装置２０
３ａ、及び第１の映像メモリ２０４ａと同じ構成のものをそれぞれＮ個備えている。
【００１８】
　第１の映像符号化装置２０５ａは、Ｎ個の映像メモリ２０４に記憶されている映像デー
タの何れかを、スケジュール制御装置２１３が指定した映像帯域で符号化する。また、第
１の符号化情報通知装置２０６ａは、スケジュール制御装置２１３が指定した配信先情報
と、受信側の処理に必要な符号化情報とを第１の映像配信装置２０７ａに通知する。第１
の映像配信装置２０７ａは、第１の映像符号化装置２０５ａにより符号化された映像デー
タ、スケジュール制御装置２１３が指定した配信先情報、及び受信側の処理に必要な符号
化情報等を多重化して第１の伝送チャネルに配信する。映像配信装置１０２は、Ｍ（Ｍは
自然数）チャネルの伝送を可能にする必要がある。このため、映像配信装置１０２は、第
１の映像符号化装置２０５ａ、第１の符号化情報通知装置２０６ａ、及び第１の映像配信
装置２０７ａと同じ構成のものをそれぞれＭ個備えている。
【００１９】
　メモリ２０８は、第１～第Ｎの映像属性情報検出装置２０３ａ～２０３ｎで抽出された
第１～第Ｎの映像帯域情報を記憶する。メモリ２０９は、第１～第Ｎの映像の画面上のレ
イアウト表す画面レイアウト構成情報を記憶する。この画面レイアウト構成情報は、例え
ば、ユーザがユーザインターフェイスを利用することによって予め設定される。ただし、
この画面レイアウト構成情報は、必ずしもこのようにして取得されるようにしなくてもよ
い。
【００２０】
　メモリ２１０は、伝送チャネルの数や伝送帯域等の伝送チャネル情報を記憶する。メモ
リ２１１は、配信先である複数の映像表示装置１０１の画面配列情報を記憶する。この画
面配列情報は、例えば、電源投入時等の初期状態時に、映像表示装置１０１から受信され
てメモリ２１１に記憶される。ただし、この画面配列情報は、必ずしもこのようにして取
得されるようにしなくてもよい。例えば、ユーザがユーザインターフェイスを利用するこ
とによって予め設定されるようにしてもよい。なお、メモリ２０８～２１１としては、例
えばフラッシュメモリを用いることができる。
【００２１】
　演算装置２１２は、映像分割や伝送チャネルの分割方法等を決定するための装置である
。演算装置２１２は、メモリ２０８～２１１に記憶されている情報を用いて、第１～第Ｎ
の映像データを分割して最適な映像帯域で符号化し、第１～第Ｍの伝送チャネルに割り当
てて配信するために、映像配信装置１０２のデータパスとスケジュールとを決定する。ス
ケジュール制御装置２１３は、演算装置２１２により指定されたスケジュールによって映
像データを分割して伝送チャネルに割り当てるための制御を行う。切替装置２１４は、ス
ケジュール制御装置２１３からの指示に従って、映像メモリ２０４から映像符号化装置２
０５への接続パスを時分割に切り換える。
【００２２】
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　図３は、映像表示装置１０１の構成の一例を示すブロック図である。
　図３において、映像受信装置３０１は、映像配信装置１０２から配信された映像を受信
する装置である。映像復号化装置３０２は、映像受信装置３０１で受信された映像を復号
化する装置である。解像度検出装置３０３は、映像受信装置３０１で受信された映像の解
像度を検出する装置である。解像度変換装置３０４は、映像受信装置３０１で受信された
映像解像度と、表示器３０７の解像度との違いを補正するための装置である。この解像度
変換装置３０４は、映像復号化装置３０２で復号化された映像の解像度を、解像度検出装
置３０３で検出された解像度から、表示器３０７に最適な解像度に変換して映像メモリ３
０５へ格納する。映像生成装置３０６は、映像メモリ３０５から映像データを入力して表
示用の映像を生成して表示器３０７に送信する装置である。
【００２３】
　図４は、映像の伝送チャネルを決定する処理の一例を説明するフローチャートである。
具体的に、図４では、画面配列情報と画面レイアウト構成情報とから映像の分割領域を決
定し、伝送チャネル情報と映像帯域情報とから各分割領域の映像の最適な映像帯域を算出
し、その映像帯域に基づき各分割領域の映像の伝送チャネルを決定する。
　まず、ステップＳ４０１では、演算装置２１２は、メモリ２１１に記憶されている画面
配列情報と、メモリ２０９に記憶されている画面レイアウト構成情報とを用いて、複数の
映像表示装置１００の配列と、受信した映像との位置関係を求める。
【００２４】
　図５は、画面配列情報の一例を示す図である。図５では、横８列、縦６行、合計４８枚
の画面（すなわち、４８個の映像表示装置１０１）で全体の画面が構成されている場合を
例に挙げて示している。
　図６は、図５に示した画面配列情報に、予め設定されている画面レイアウト情報の一例
を重ねて示した図である。
【００２５】
　演算装置２１２は、複数の映像表示装置１０１によって構成される画面のどこに、受信
した映像を対応させるのかを、図６に示すようにして求める。この求めた結果に従って、
受信された映像の分割領域が決定される。図６において、第１の映像は、第１行第１列の
画面～第４行第５列の画面により構成されるメイン画面６０１に表示されるものとする。
第２～第４の映像は、それぞれ第１行第６列の画面～第２行第８列の画面と、第３行第６
列の画面～第４行第８列の画面と、第５行第６列の画面～第６行第８列の画面とにより構
成されるサブ画面６０２～６０４に表示されるものとする。第５の映像は、第５行第１列
の画面～第６行第５列の画面により構成される情報画面６０５に表示されるものとする。
【００２６】
　次に、ステップＳ４０２では、演算装置２１２は、メモリ２０８に記憶されている映像
帯域情報から、各構成画面（各映像表示装置１０１）に配信する映像の帯域を算出する処
理を行う。
【００２７】
　図７は、このステップＳ４０２における帯域計算処理の一例を詳細に説明するフローチ
ャートである。前述したようにこの帯域計算処理は、演算装置２１２により実行される。
　まず、ステップＳ７０１では、サブ画面６０２～６０４及び情報画面６０５に表示する
映像を伝送するための最低帯域を保証できる帯域であって、メイン画面６０１に表示する
映像を伝送できる最大の帯域を計算する。
【００２８】
　ただし、メイン画面６０１に表示する映像を伝送できる最大の帯域は、受信された映像
の帯域以下である。また、サブ画面６０２～６０４及び情報画面６０５に表示する映像を
伝送するための最低帯域は、映像の品質を保つために許容可能な帯域の最低値であり、そ
の情報は、メモリ２０９に記憶されている画面レイアウト構成情報に含まれているとする
。このステップＳ７０１の処理により、メイン画面６０１には、最優先で帯域が割り当て
られる。
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【００２９】
　次に、ステップＳ７０２では、メイン画面６０１を構成する配列画面（映像表示装置１
０１）の総数を、伝送チャネルの数で割り切れる数に正規化する。
　次に、ステップＳ７０３では、ステップＳ７０２で正規化された画面数から、配列画面
当たりの帯域を計算する。
【００３０】
　次に、ステップＳ７０４では、情報画面６０５に表示する映像を伝送するための最低帯
域を保証できる帯域であって、サブ画面６０２～６０４に表示する映像を伝送できる最大
の帯域を、メイン画面６０１で使用する帯域を除いた帯域の範囲内で計算する。ただし、
サブ画面６０２～６０４に表示する映像を伝送できる最大の帯域は、受信された映像の帯
域以下である。これにより、サブ画面６０２～６０４は、メイン画面６０１に次いで帯域
が優先される。
【００３１】
　次に、ステップＳ７０５では、サブ画面６０２～６０４を構成する配列画面（映像表示
装置１０１）の総数を、伝送チャネルの数で割り切れる数に正規化する。
　次に、ステップＳ７０６では、ステップＳ７０５で正規化された画面数から配列画面当
たりの帯域を計算する。
【００３２】
　次に、ステップＳ７０７は、情報画面６０５に表示する映像を伝送できる最大の帯域を
、メイン画面６０１及びサブ画面６０２～６０４で使用する帯域を除いた範囲内で計算す
る。ただし、情報画面６０５に表示する映像を伝送できる最大の帯域は、受信された映像
の帯域以下である。情報画面６０５は、文字データやイラスト等、静止画に近い情報を表
示する領域であるため、伝送に必要な帯域は少ない。従って、帯域の割当てに関する優先
度については、情報画面６０５が一番低くなるようにしている。
【００３３】
　次に、ステップＳ７０８では、情報画面６０５を構成する配列画面（映像表示装置１０
１）の総数を、伝送チャネルの数で割り切れる数に正規化する。
　最後に、ステップＳ７０９では、ステップＳ７０８で正規化された画面数から配列画面
当たりの帯域を計算する。
【００３４】
　以上の図７に示す帯域計算処理によって、全ての配列画面（全ての映像表示装置１０１
）に配信される映像の帯域は、全伝送チャネルの帯域以下になる。さらに、個々の配列画
面（映像表示装置１０１）に対して配分される帯域は、伝送チャネル数で割り切れるよう
に正規化される。従って、各伝送チャネルに対して映像を等分に割り当てても、各伝送チ
ャネルに送られる映像の帯域は、各伝送チャネルの帯域を超えないようになる。
【００３５】
　図４に説明を戻し、ステップＳ４０３では、演算装置２１２は、個々の配列画面の映像
を、どの伝送チャネルに割り付けるかを決定する。図８は、個々の配列画面の映像に割り
付けられる伝送チャネルに割り当てた様子の一例を概念的に示す図である。図８では、伝
送チャネルが４である場合を例に挙げて示している。
【００３６】
　図８において、第１の映像を構成する配列画面（メイン画面６０１）の数は、伝送チャ
ネル数（＝４）で割り切れるため、第１の映像を等分した映像が各伝送チャネルに割り当
てられる。図８に示す例では、図５に示した配列画面００、０１、０２、０３、０４が第
１のチャネルＣＨ１に割り当てられるようにし、配列画面１０、１１、１２、１３、１４
が第２のチャネルＣＨ２に割り当てられるようにしている。また、配列画面２０、２１、
２２、２３、２４が第３のチャネルＣＨ３に割り当てられるようにし、配列画面３０、３
１、３２、３３、３４が第４のチャネルＣＨ４に割り当てられるようにしている。
【００３７】
　第２～第４の映像を構成する配列画面（サブ画面６０２～６０４）に割り当てられる帯
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域は同じである。この場合、配列画面（サブ画面６０２～６０４）は、伝送チャネル数（
＝４）で割り切れないために余りが生じる。そこで、図８に示す例では、図５に示した配
列画面０５、０６、０７、１５、１６が第１のチャネルＣＨ１に割り当てられるようにし
、配列画面１７、２５、２６、２７、３５が第２のチャネルＣＨ２に割り当てられるよう
にしている。また、配列画面３６、３７、４５、４６、４７が第３のチャネルＣＨ３に割
り当てられるようにし、配列画面５５、５６、５７が第４のチャネルＣＨ４に割り当てら
れるようにしている。
【００３８】
　第５の映像を構成する配列画面（情報画面６０５）も、伝送チャネル数（＝４）で割り
切れないために余りが生じる。そこで、図８に示す例では、図５に示した配列画面４０、
４１、４２が第１のチャネルＣＨ１に割り当てられ、配列画面４３、４４、５０が第２の
チャネルＣＨ２に割り当てられるようにしている。また、配列画面５１、５２、５３が第
３のチャネルに割り当てられ、配列画面５４が第４のチャネルＣＨ４に割り当てられるよ
うにしている。
【００３９】
　図４に説明を戻し、ステップＳ４０４では、演算装置２１２は、図１のスケジュール制
御２１３で行われるスケジュールを決定する。
　図９は、定められた周期（フレーム）におけるスケジュールの一例を示す図である。
　図９に示すように、ステップＳ４０２で決定された帯域が、ステップＳ４０３で割り当
てられた伝送チャネルＣＨ１～ＣＨ４で使用されるようにスケジュールされている。また
、全ての伝送チャネルＣＨ１～ＣＨ４がチャネル帯域内に収まるようにスケジュールが決
定される。
　なお、図９の下部には、配列画面に配信するための伝送フォーマットを示している。パ
ケットの先頭でどの配列画面に配信するかを示す配信先を送信する。次に、データ量と復
号化情報と符号化映像とを送信する。配信先に指定された配列画面（映像表示装置１０１
）の映像受信装置３０１は、表示に必要なデータ量を受信すると映像配信装置１０２に対
して応答を返す。
【００４０】
　図１０は、図５、図６、図８、及び図９に示したようにして第１～第５の映像を配信す
る場合の演算装置２１２での演算結果の一例を示す図である。
　図１０に示す例では、第１の映像は３２Ｍｂｐｓ、第２～第４の映像は１２Ｍｂｐｓ、
第５の映像は４Ｍｂｐｓである。また、伝送チャネル数は４であって１つの伝送チャネル
の帯域は１２Ｍｂｐｓである。
【００４１】
　初めに、メイン画面６０１を構成する第１の映像の帯域は、伝送チャネルの合計帯域で
ある４８Ｍｂｐｓよりも小さく、且つ３２Ｍｂｐｓで転送してもサブ画面６０２～６０４
の最低要求帯域を保証できるので３２Ｍｂｐｓを落すことなく伝送可能となる。また、メ
イン画面６０１の画面構成数は２０であって４で割り切れるため、配列画面の帯域（配列
帯域）は１．６Ｍｂｐｓ（＝３２Ｍｂｐｓ÷２０）となる。
【００４２】
　次に、サブ画面６０２～６０４を構成する第２～第４の映像の帯域を求める。伝送チャ
ネルの合計帯域である４８Ｍｂｐｓから、メイン画面６０１で使用する帯域である３２Ｍ
ｂｐｓを除くと１６Ｍｂｐｓになる。第２～第４の映像の帯域合計は３６Ｍｂｐｓである
ので、帯域を落さないと伝送できないことが分かる。そのため、残りの１６Ｍｂｐｓから
情報画面６０５の最低要求帯域を除いた帯域である１５．９Ｍｂｐｓを３つのサブ画面６
０２～６０４に均等に割り当てることになる。その結果、１つのサブ画面の帯域は５．３
Ｍｂｐｓになる。また、サブ画面６０２～６０４の画面構成数の合計は１８であって、４
で割り切れないため、画面構成数を４で割れるように２０に正規化する。これにより配列
画面の帯域（配列帯域）は０．７９５Ｍｂｐｓ（＝１５．９Ｍｂｐｓ÷２０）となる。
【００４３】
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　最後に、情報画面６０５を構成する第５の映像の帯域を求める。残りの帯域は０．１Ｍ
ｂｐｓである。情報画面６０５の画面構成数は１０であって、４で割り切れないため、画
面構成数を４で割れるように１２に正規化する。これにより配列画面の帯域（配列帯域）
は０．００８Ｍｂｐｓ（＝０．１÷１２）となる。
【００４４】
　以上のように本実施形態では、全ての配列画面（全ての映像表示装置１０１）に配信さ
れる映像６０１～６０５の帯域を、全伝送チャネルＣＨ１～ＣＨ４の帯域以下にする。そ
して、映像を表示する映像表示装置１０１の数を、伝送チャネルＣＨ１～ＣＨ４の数で割
り切れるように正規化する。そして、各映像６０１～６０５の帯域を前記正規化した数で
分割し、分割した帯域を、個々の配列画面に対して配分される帯域とし、その帯域に応じ
て、個々の配列画面に表示する映像の伝送チャネルＣＨ１～ＣＨ４を決定する。
【００４５】
　これにより、各伝送チャネルに対して映像を当分に割り当てても、各伝送チャネルに送
られる映像の帯域は、各伝送チャネルの帯域を超えないようにすることができる。従って
、映像配信装置１０２は、符号化回路、映像メモリ、及び拡大処理回路等のリソースを、
映像表示装置１０１の数だけ持つ必要がなくなり、映像配信装置１０２のリソースが増大
するという従来の問題を解決することができる。そして、複数の伝送チャネル（伝送路）
によって映像６０１～６０５を伝送するので、１つの伝送チャネル（伝送路）の帯域によ
って映像帯域が決まるという従来の問題を解決することができる。従って、配列状に並べ
られることによって大画面を形成する複数の映像表示装置１０１に映像を配信するに際し
、映像配信装置１０２側の能力及び伝送路の伝送帯域に応じて適切な映像を配信すること
ができる。
【００４６】
（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。前述した第１の実施形態では、映像
配信装置１０２は、全ての映像表示装置１０１に映像を伝送するようにした。これに対し
て、本実施形態では、複数の映像表示装置１０１のうち、これらを代表する一部の映像表
示装置１０１のみに映像を伝送するようにしている。このように、本実施形態と前述した
第１の実施形態とは、映像配信装置１０２における映像の伝送処理の一部と、映像表示装
置１０１の構成及び処理の一部とが異なる。従って、以下の説明において、前述した第１
の実施形態と同一の部分については、図１～図１０に付した符号と同一の符号を付す等し
て詳細な説明を省略する。
【００４７】
　図１１は、本実施形態の映像配信装置及び映像表示装置の構成の一例を示した図である
。なお、図１１では、横４個×縦４個の映像表示装置を配列状に並べて大画面を構成する
場合を例に挙げて示しているが、映像表示装置の数や配列方法は、図１１に示したものに
限定されるものではない。
【００４８】
　本実施形態では、個々の映像表示装置１３０１は、隣接する映像表示装置１３０１と通
信可能に接続されており、隣接する映像表示装置１３０１間で伝送する機能（手段）を備
えている。映像配信装置１０２は、複数の映像表示装置１３０１の中から代表する映像表
示装置１３０１を決定する機能（手段）を備える。図１１に示す例では、４つの映像表示
装置（００、０２、２０、２２）がその役割を果たす。映像の伝送チャネルは、これら代
表となる４つの映像表示装置（００、０２、２０、２２）にそれぞれ割り当てられる。
【００４９】
　チャネルＣＨ１では、映像表示装置（００）が、映像表示装置（００、０１、１０、１
１）分の映像を受信して、映像表示装置（０１、１０）に配信する。映像表示装置（１１
）の映像は、映像表示装置（０１又は１０）を経由して配信される。
　チャネルＣＨ２では、映像表示装置（０２）が、映像表示装置（０２、０３、１２、１
３）分の映像を受信して、映像表示装置（１２、０３）に配信する。映像表示装置（１３
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）の映像は、映像表示装置（０３又は１２）を経由して配信される。
【００５０】
　チャネルＣＨ３では、映像表示装置（２０）が映像表示装置（２０、２１、３０、３１
）分の映像を受信して、映像表示装置（２１、３０）に配信する。映像表示装置（３１）
の映像は、映像表示装置（２１又は３０）を経由して配信される。
　チャネルＣＨ４では、映像表示装置（２２）が映像表示装置（２２、２３、３２、３３
）分の映像を受信して、映像表示装置（２３、３２）に配信する。映像表示装置（３３）
の映像は、映像表示装置（２３又は３２）を経由して配信される。
【００５１】
　以上のようにする場合、グループ毎に配列情報を検出する機能（手段）を各映像表示装
置１３０１が備え、グループで同一の映像を配信して映像表示装置１３０１側で映像を分
割するのが好ましい。映像配信装置１０２側の処理負荷を軽減することができるからであ
る。
【００５２】
　図１２は、本実施形態の映像表示装置１３０１の構成の一例を示すブロック図である。
　図１２において、映像受信装置１４０１は、本映像表示装置１３０１が前記グループ内
の代表である場合には、映像配信装置１０２から配信される映像を受信する。一方、本映
像表示装置１３０１が前記グループ内の代表でない場合には、映像受信装置１４０１は使
用されない。
【００５３】
　ＨＵＢ装置１４０２は、映像受信装置１４０１と、配列検出装置１４０３及び復号化装
置１４０４とを相互に接続する共に、本映像表示装置１３０１に隣接する４つの映像表示
装置１３０１に接続する。そして、ＨＵＢ装置１４０２は、これらの接続のパスを時分割
に切り替えることが可能なように構成されている。配列検出装置１４０３は、複数の映像
表示装置１３０１の配列を検出する。
【００５４】
　映像復号化装置１４０４は、本映像表示装置１３０１がグループの代表である場合には
映像受信装置１４０１から、そうでない場合は隣接する映像表示装置１３０１から受信し
た映像を復号化する。処理装置１４０５は、配列検出装置１４０３によって検出された配
列情報に応じて、復号化装置１４０４によって復号化された映像から、本映像表示装置１
３０１が表示すべき映像を切り抜く処理を行うと共に、その映像の解像度を変換する処理
を行う回路である。映像メモリ１４０６は、表示すべき映像を記憶する。映像生成装置１
４０７は、映像メモリ１４０６から映像データを入力して表示用の映像を生成して表示器
１４０７に送信する。表示器１４０８は、映像生成装置１４０７で生成された映像を表示
する。
【００５５】
　以上のように本実施形態では、個々の映像表示装置１３０１が、隣接する映像表示装置
１３０１と通信可能に接続されるようにする。映像配信装置１０２は、複数の映像表示装
置１３０１の中から代表する映像表示装置１３０１を決定し、グループ内の映像を、決定
した映像表示装置１３０１に配信する。映像表示装置１３０１は、グループ内の映像表示
装置１３０１に配信された映像を配信する。各映像表示装置１３０１は、グループ毎に配
列情報を検出し、検出した配列情報に基づいて、自身が表示すべき映像を配信された映像
から切り抜いて表示する。これにより、第１の実施形態で説明した効果に加えて、映像配
信装置１０２側の処理負荷を軽減することができるという効果を有する。
【００５６】
（本発明の他の実施形態）
　前述した実施形態の機能を実現するべく各種のデバイスを動作させるように、該各種デ
バイスと接続された装置あるいはシステム内のコンピュータに対し、前記実施形態の機能
を実現するためのソフトウェアのプログラムコードを供給してもよい。そのシステムある
いは装置のコンピュータ（ＣＰＵあるいはＭＰＵ）に格納されたプログラムに従って前記
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各種デバイスを動作させることによって実施したものも、本発明の範疇に含まれる。
【００５７】
　また、この場合、前記ソフトウェアのプログラムコード自体が前述した実施形態の機能
を実現することになる。また、そのプログラムコード自体、及びそのプログラムコードを
コンピュータに供給するための手段、例えば、かかるプログラムコードを格納した記録媒
体は本発明を構成する。かかるプログラムコードを記憶する記録媒体としては、例えばフ
レキシブルディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、磁
気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。
【００５８】
　また、コンピュータが供給されたプログラムコードを実行することにより、前述の実施
形態の機能が実現されるだけでない。そのプログラムコードがコンピュータにおいて稼働
しているオペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションソフト等と共同して前
述の実施形態の機能が実現される場合にもかかるプログラムコードは本発明の実施形態に
含まれることは言うまでもない。
【００５９】
　さらに、供給されたプログラムコードがコンピュータの機能拡張ボードに備わるメモリ
に格納された後、そのプログラムコードの指示に基づいてその機能拡張ボードに備わるＣ
ＰＵが実際の処理の一部または全部を行う。その処理によって前述した実施形態の機能が
実現される場合にも本発明に含まれることは言うまでもない。
　また、供給されたプログラムコードがコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備
わるメモリに格納された後、そのプログラムコードの指示に基づいて機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行う。その処理によって前述した実施形
態の機能が実現される場合にも本発明に含まれることは言うまでもない。
【００６０】
　なお、前述した各実施形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化の例を示し
たものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないも
のである。すなわち、本発明はその技術思想、またはその主要な特徴から逸脱することな
く、様々な形で実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の第１の実施形態を示し、映像配信装置及び映像表示装置の構成の一例を
示した図である。
【図２】本発明の第１の実施形態を示し、映像配信装置の内部構成の一例を示すブロック
図である。
【図３】本発明の第１の実施形態を示し、映像表示装置の構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図４】本発明の第１の実施形態を示し、映像の伝送チャネルを決定する処理の一例を説
明するフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態を示し、画面配列情報の一例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態を示し、画面配列情報に、予め設定されている画面レイ
アウト情報の一例を重ねて示した図である。
【図７】本発明の第１の実施形態を示し、おける帯域計算処理の一例を詳細に説明するフ
ローチャートである。
【図８】本発明の第１の実施形態を示し、個々の配列画面の映像を伝送チャネルに割り当
てる様子の一例を概念的に示す図である。
【図９】本発明の第１の実施形態を示し、定められた周期（フレーム）におけるスケジュ
ールの一例を示す図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態を示し、演算装置での演算結果の一例を示す図である
。
【図１１】本発明の第２の実施形態を示し、映像配信装置及び映像表示装置の構成の一例
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を示した図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態を示し、映像表示装置の構成の一例を示すブロック図
である。
【図１３】従来の技術を示し、多画面表示装置の従来の構成を示した図である。
【図１４】従来の技術を示し、多画面表示装置の従来の他の構成を示した図である。
【符号の説明】
【００６２】
１０１　映像表示装置
１０２　映像配信装置
２０１　映像受信装置
２０２　映像復号化装置
２０３　映像属性情報検出装置
２０４　映像メモリ
２０５　映像符号化装置
２０６　符号化情報通知装置
２０７　映像配信装置
２０８～２１１　メモリ
２１２　演算装置
２１３　スケジュール制御装置

【図１】 【図２】
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【図９】
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